
　

平成27年度当初予算の概要

　節水機器の普及やコスト意識の向上などにより、給水収益が伸び悩む厳しい財
政事情が続いていますが、水道管の耐震化を進め、安全・安心な水の供給を安定
して行える予算編成としました。

・給水戸数　66,780戸　　　　　　・総配水量　15,500,000㎥　　　　　　・一日平均配水量　42,350㎥

施設の償却等

施設を維持し水を送り届

けるための費用

2億3,112万円

(10.1%)

その他

1億3,447万円

(5.9%)

その他

1億815万円

(4.5%)

平成２７年度業務の予定量

収益

２４億

２，０８３万円

費用

２２億

８，７９３万円

収益的収支

水道水をお届けする予算（消費税含む）

長期前受金戻入

2億6,890万円

(11.1%)

　

収支差引　１億３，２９０万円　

不足額　８億７５３万円は損益勘定留保資金などで補てんします。

資本的収支

施設や配水管などを建設・整備する予算（消費税含む）

借入金の返済

1億2,604万円

(9.6%)

新規給水申込み用水道

メーターなどに要する費用

1,445万円 (1.1%)

配水管の布設などに

要する費用

8,243万円(6.3%)

工事負担金他

3,704万円

(7.3%)

分担金

2億7,086万円

(53.3%)

借入金

2億円

(39.4%)

県から水道水を買う費用

や水を浄化する費用

8億8,234万円 (38.6%)職員の給与・その他の経費

3億7,149万円

(16.2%)

施設の償却等

6億6,851万円

(29.2%)
水道料金

20億4,378万円 (84.4%)

施設の改良などに

要する費用

10億9,251万円

(83.0%)

収入

５億

７９０万円

支出

１３億

１，５４３万円


